チェック項目２：医薬品的な効能効果の表示、広告をしていないか
１．病気の診断、治療、予防に使用すること、身体の構造又は機能に影響を与えることを目的とする表示説明を、その物の容器、包装、添付文書　並びにチラシ、パンフレット、刊行物、インターネット等の広告宣伝物あるいは演術により、標ぼうまたは暗示していないか？ 
※医薬品の効能効果とは、医薬品医療機器等法の「医薬品」の定義と照らし合わせ、その目的性を有する否かです。
　　【医薬品医療機器等法（抜粋）】
　　　第2条第1項
　　　　二　人又は動物の疾病の診断、治療又は予防に使用されることが目的とされている物であつて、機械器具等（機械器具、歯科材料、医療用品、衛生用品並びにプログラム（電子計算機に対する指令であつて、一の結果を得ることができるように組み合わされたものをいう。以下同じ。）及びこれを記録した記録媒体をいう。以下同じ。）でないもの（医薬部外品及び再生医療等製品を除く。）
　　　　三　人又は動物の身体の構造又は機能に影響を及ぼすことが目的とされている物であつて、機械器具等でないもの（医薬部外品、化粧品及び再生医療等製品を除く。）
　【医薬品的な効能効果に該当する代表的なもの（例示）】
　①疾病の治療又は予防を目的とする効能効果
　　→糖尿病、高血圧、動脈硬化の人に、胃・十二指腸潰瘍の予防、ガンがよくなる、便秘がなおる等
　②身体の組織機能の一般的増強、増進を主たる目的とする効能効果
　　ただし、栄養補給、健康維持等に関する表現はこの限りではない。
　　→疲労回復、強壮、体力増強、食欲増進、老化防止、新陳代謝を盛んにする、内分泌機能を盛んにする、血液を浄化する、胃腸の消化吸収を増す、健胃整腸、病中・病後に、成長促進等
1） 　③医薬品的な効能効果の暗示
2） 名称又はキャッチフレーズよりみて暗示するもの
→　延命○○、○○の精(不老源)、薬○○、不老長寿、漢方秘法、皇漢処方、和漢伝方等
3） 含有成分の表示及び説明よりみて暗示するもの
→「体質改善、健胃整腸で知られる○○を原料とし、これに有用成分を添加、相乗効果をもつ」等
4） 製法の説明よりみて暗示するもの
→「本邦の深山高原に自生する植物○○を主剤に、△△、××等の薬草を独特の製造法(製法特許出願)によって調製したものである。」等
5） 起源、由来等の説明よりみて暗示するもの
→「○○という古い自然科学書をみると胃を開き、欝(うつ)を散じ、消化を助け、痰なども無くなるとある。こうした経験が昔から伝えられたが故に食膳に必ず備えられたものである。」等
6） 新聞、雑誌等の記事、医師、学者等の談話、学説、経験談などを引用又は掲載することにより暗示するもの
→　医学博士○○の談
「昔から赤飯に○○をかけて食べると癌にかからぬといわれている。………癌細胞の脂質代謝異常ひいては糖質、蛋白代謝異常と○○が結びつきはしないかと考えられる。」等
　＜判定＞
　　□製品の表示並びに広告物等に医薬品的な効能効果に該当する表現がある。
　　　　→医薬品的な効能効果に該当する表現を訂正、削除してください。
　　□製品の表示並びに広告物等に医薬品的な効能効果に該当する表現がない。
　　　→チェック項目3を確認してください。
